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令和４年度活動計画の主な取組について 

 

１ 令和４年度活動計画の重点事業 

(1) 読書日本一に向けた取り組み  

・守山みらい懇談会提言書に「読書日本一のまちづくり」が掲げられました。本が好

きと言える市民であふれ、より広く深く読書に関わることができる「読書日本一の

まちづくり」に取り組みます。 

・「第５次守山市総合計画基本計画」に掲げた施策内容に基づき、数値指標の実現をめ

ざしていきます。 

   「第５次守山市総合計画基本計画」における数値指標 

〇市民 1 人あたり貸出冊数（年間貸出冊数÷守山市人口） 

令和７年度  16.0 冊（令和２年度  11.1 冊  令和元年度  11.9 冊）          

〇守山市の人口に占める図書館を利用した市民の比率  

（年間実利用者数÷守山市人口） 

令和７年度 50％ 42,000 人  

（令和２年度 17.7％ 14,967 人 令和元年度 21.9％ 18,325 人） 

 

ア 図書館を中心とした読書活動の推進 

市民に本や読書の楽しさを知っていただくことを目的に、専門分野講座や児童図

書研究講座等の講演会を開催します。また、子ども読書活動推進計画の実現に向け

取り組みを進めます。図書館サポート隊との連携・協働においては、他のサポート

隊との交流や情報交換などを通して横のつながりも深まるよう取り組みを進めます。 

 ・子ども読書活動推進計画の実現 

    ・本や読書の楽しさを市民に知っていただく講座、講演会等の開催 

 ・図書館サポート隊との協働による読書活動の推進 

・他機関との連携による読書活動の推進  

 

【取組】 

(1) 「図書館サポート隊交流会」の開催 

令和３年 12 月に開催したワークショップ「図書館の職員と話をしよう」で、図

書館サポート隊同士の横のつながりが持てるようにしたいというご意見を多数い

ただいておりました。そのご意見を受け、６月 19 日に「図書館サポート隊交流
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会」を開催しました。当日は 29 人が参加し、今後してみたいことや、現在困って

いることなど、自由に懇談していただきました。中高生サポーターから、長く図

書館にかかわってくださっている方まで、幅広い年代層の方が集まり、和気あい

あいとした交流会になりました。 

 

(2) 「新しいことはじめませんか？」サポート隊の活動紹介・隊員募集 

「図書館サポート隊交流会」において、自身の活動を広めたい、サポート隊の

仲間を増やしたいというご意見が多数あったことから、９月 23 日から 10 月 12 日

まで、木もれびギャラリーにてサポート隊の活動内容を展示や動画で紹介してい

ます。加えて、サポート隊メンバーがギャラリーで待機し、直接来館者に説明し

たり、質問に答えたりしています。 

これらの活動を通して、図書館サポート隊の活動が広がっていくことで、より

多くの市民が図書館に来館していただき、本に親しんでいただける環境づくりに

取り組みます。 

   

  (3)民生委員児童委員への図書館情報の提供 

    ホームページやインスタグラム等を見る機会の少ない高齢者に向けた図書館ＰＲ

として、各学区の民生委員児童委員に郵送による貸出、図書館でのイベント等、図

書館の情報を提供しました。大人のための映画会や、公開朗読会の参加人数が増加

するほか、浮気子ども文庫のおはなし会では民生委員児童委員が参加を呼びかけて

くださいました。 

    

イ 図書館機能の充実 

市民の多種多様なニーズに応えることができる豊富で魅力的な蔵書を構築し、本

との出会いやきっかけづくりにつとめます、また、本が手に取りやすく、読みやす

い読書環境を作るため、学校図書館の機能充実や北部図書機能の整備に取り組んで

いきます。 

・多種多様な資料、豊富で魅力的な蔵書の構築（選書能力の向上、除籍の推進等） 

・適切な蔵書目標の設定 

・学校図書館機能の充実 

    ・北部図書機能の整備 

  

 【取組】 

  (1) 学校毎の年間目標の作成 

今年度は年度当初に各学校毎の具体的な年間目標（例：見やすい書架づくり、
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展示の充実、学年文庫の充実等）を作成し、その達成に向けて活動をしています。 

 

(2) オリエンテーションの実施 

年度当初に、児童生徒に学校図書館の使い方のオリエンテーションを実施しま

した。紙芝居や、大きな案内表示を使って説明するなど、学校司書が児童生徒に

わかりやすい工夫を凝らしていました。 

 

  (3) おはなし会の開催 

   前年度より行っております学校司書による小学校図書室でのおはなし会を、今

年度も引き続き各校で開催しています。新型コロナウィルス感染拡大防止のため、

おはなし会が開催できない時期もありましたが、図書室に来る児童にその都度絵

本を読む等、学校司書が工夫をしていました。そのような中、とりわけ７月に河

西小学校で開催したおはなし会では、１年生から３年生が 50 人、４年生が 20 人

と多くの参加者があり、児童が楽しみにしてくれていることがわかりました。 

 

  (4) 購入本リスト案の作成 

   各学校図書館の蔵書の状態やバランスを把握するほか、児童からのリクエスト

も反映し、購入する本のリスト案を作成しています。 

   

  ウ ＩＣＴを活用した新しい読書生活の推進 

新型コロナウィルス感染症対策による新しい生活様式の中、ＩＣＴを活用したお

はなし会や行事、本の紹介、施設利用のオンライン化等を促進します。また、ＩＣ

Ｔを活用し未利用者への働きかけと発信力の強化に努めます。 

・ホームページを活用した読書案内の促進 

・コロナ感染状況により Zoom によるおはなし会や講演会等の館内中継、おはなし

会録画ＤＶＤの貸出等 

・図書館見学用ＤＶＤの利用促進 

      ・ホームページ、インスタグラム等による図書館未利用者への周知、働きかけ 

 

 【取組】 

  夏休みおすすめ BOOKSにおいて小学校、中学校で生徒が使用している chromebook、 

 図書館ホームページにデータを掲載し、ＩＣＴを活用した読書環境の充実を図りま

した。 

  図書館見学用ＤＶＤを利用し、なかなか来館できない方にも図書館について知っ

っていただくきっかけづくりを行いました。 
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(2) 北部図書機能の整備 

現図書館より遠隔地である北部地域の読書環境を整備するとともに、乳幼児から高

齢者までの皆が集い、地域全体の活性化と住民交流に寄与できる施設となるよう、令

和５年度のオープンをめざし準備を進めてまいります。 

北部図書機能は、図書館法に規定する図書館として整備し、同法に定める「図書、

記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般公衆の利用に供し、その教

養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的とする施設」とします。 

とりわけ、北部地域の乳幼児とその保護者ならびに高齢者に多く利用していただく

施設として、本との出会いや読書のきっかけづくり、本を手に取りやすく読書に親し

んでいただける環境づくりに取り組みます。 

 

  

 


